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長万部駅デザイン設計会社について長万部駅デザイン設計会社について

１月号広報でもお知らせしましたが、新幹線長万部駅デザインはＪＲＴＴ、安井建築設計事務所、デザイン監修
の永山裕子建築設計が携わっています。
安井建築設計事務所では、サントリーホール（東京都）、大阪国際空港、函館国際ホテル、那覇空港（沖縄県）な

どを手掛け、本年で創業１００周年の実績ある大企業で、新幹線駅では日本で１６もの駅、また海外の駅も設計し
ています。（西九州新幹線　長崎駅、北陸新幹線　糸魚川駅、北海道新幹線　奥津軽いまべつ駅　インド新幹線　スー
ラト駅、ルーマニア　オトペニ空港駅　など）社長の佐野氏は東京理科大学出身、同大学の理事でもあります。

※駅デザインについては令和５年11月号にも掲載しています。

３案のデザインイメージ３案のデザインイメージ

デザインはコンセプトである「湯けむり香る噴火湾、人と時代の交差点」をもとに永山氏らが実際に長万
部を訪れ、フィールドワークし、まちに合った設計、デザイン、さらには雪の多い北海道の気候を考慮した
ものです！

Ａ案

「人と時代の交差点」を表現

人と時代が交差する 次世代につながる駅
 キーワード
交差　歴史　分岐点　交通の要衝　人　開放感　山と海

Ｃ案

「雄大な自然環境」から「煌めき」を表現

大自然感じる 北の煌めきの駅
 キーワード
自然　雪　海　透明感　結晶　光　反射　煌めき

Ｂ案

「湯けむり香る噴火湾」から「揺らめき」を表現

湯けむり香る 柔らかな揺らめきの駅
 キーワード
温泉　波　山　湯けむり　噴火湾　ゆらめき　温もり


